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四谷二丁目は災害時、四谷小学校が避難所です
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地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、

　
　皆
さ
ま
の
幸
せ
に
貢
献
い
た
し
ま
す
。
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11
月
の
四
谷
小
学
校
避

難
所
防
災
訓
練
で
避
難
所

の
感
染
症
対
応
ル
ー
ル
に

つ
い
て
避
難
所
運
営
管
理

協
議
会(

四
谷
二
丁
目
・

四
谷
三
栄
町
・
四
谷
坂
町
・

四
谷
本
塩
町
・
市
ヶ
谷
本

村
町
5
町
会
に
よ
る
協

議
会)

か
ら
広
報
が
あ
り

ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

本
来
、
感
染
症
対
策
を

考
え
る
と
避
難
所
で
は
な

く
、
出
来
る
限
り
自
宅
・

親
族
知
人
宅
で
の
避
難

(

在
宅
避
難)

が
奨
め
ら

れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
自
宅
の
防

災
対
策(

家
具
転
倒
・
ガ

ラ
ス
飛
散
防
止
等)

及
び

飲
料
水
食
品(

日
常
品
の

多
め
の
在
庫
4
日
分
以

上)
や
簡
易
ト
イ
レ
等
、

必
要
な
物
品
を
備
蓄
す
る

こ
と
で
イ
ン
フ
ラ
と
物
流

の
回
復
、
災
害
支
援
が
届

く
ま
で
凌
ぐ
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

前
提
と
し
て
避
難
所

は
、
自
宅
に
被
害
が
あ
り

生
活
が
で
き
な
い
方
の
た

め
の
滞
在
施
設
で
す
が
、

危
険
や
不
安
を
感
じ
て
い

る
方
も
滞
在
す
る
こ
と
想

定
さ
れ
、
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
5
町
会

が
避
難
所
を
運
営
す
る
町

会
と
し
て
指
定
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
以
外
の
町
の

方
も
利
用
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

同
時
に
、
在
宅
避
難

四
谷
を
再
発
見
す
る

ま
ち
歩
き

四
谷
二
丁
目
発
展
会

会
長
　
田
　
中
　
健
　
士

の
方
に
向
け
て
も
支
援
物

資
配
付
の
拠
点
と
な
り
ま

す
の
で
、
被
災
さ
れ
た
全

て
の
方
に
避
難
所
の
感
染

症
対
応
ル
ー
ル
に
つ
い
て

知
っ
て
頂
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

詳
し
く
は
四
谷
小
学
校

避
難
所
防
災
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://428sh.com/

）

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
以
下
４
項
目
が
感
染

症
対
応
ル
ー
ル
の
主
な
内

容
に
な
り
ま
す
。

①　

新
宿
通
り
か
ら
子
ど

も
園
正
門
前
を
通
り
若

葉
町
側
の
正
門
か
ら
の

み
の
整
列
入
場(

家
族

単
位
２
ｍ
間
隔)

を
す

る
。

②　

正
門
受
付
で
検
温
と

⑴
健
康
状
態
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
の
記
入
を
行

い
Ａ
感
染
者
（
検
査

判
定
済
み
）・
Ｂ
濃
厚

接
触
者
体
調
不
良
者

・
Ｃ
一
般
避
難
者
の

判
定
を
係
員
か
ら
受
け

る
。

③　

Ａ
ゾ
ー
ン
Ｂ
ゾ
ー
ン

Ｃ
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ

て
進
み
、
各
ゾ
ー
ン

受
付
で
⑵
避
難
者
受

付
カ
ー
ド
と
⑶
避
難

所
登
録
カ
ー
ド
を
記

入
し
、
⑴
健
康
状
態

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
合

わ
せ
て
3
つ
の
書
類
を

提
出
す
る
。
⑶
避
難

所
登
録
カ
ー
ド
は
そ
の

半
券
を
本
人
控
え
と
し

て
受
け
取
り
携
帯
す

る
。

＊
こ
の
⑵
⑶
の
書
類
は

避
難
者
・
在
宅
避
難
者
の

四
谷
小
避
難
所
の

　
感
染
症
対
応
ル
ー
ル
に
つ
い
て

田
　
中
　
健
　
士

﹁
老ろ
う

驥き

伏ふ
く

櫪れ
き
﹂

老
い
た
駿
馬
が
厩
に
繋

が
れ
て
も　

な
お
雄
し
く

駆
け
よ
う
と
す
る
心
意
気

「
老
驥
な
れ
ど
も
志
は
千

里
に
あ
り
」

生
き
て
き
た
道
程
を
振

り
か
え
り
つ
つ
尚
も
い
っ

そ
う
の
精
進
を
も
っ
て
前

進
す
る

決
し
て
驥
で
は
な
い
が

老
で
あ
る
事
は
間
違
い
な

い
。
た
だ
何
に
し
て
も
四

谷
二
丁
目
が
素
晴
ら
し
く
、

住
み
易
い
町
で
あ
ら
ん
と

強
く
思
い
駆
け
て
い
る
。

先
日
、
テ
レ
ビ
の
番
組

で
「
住
み
た
い
街
一
〇
〇

傑
」
を
み
た
。「
四
谷
・

四
谷
三
丁
目
」（
Ｊ
Ｒ
・

私
鉄
等
の
駅
名
毎
の
街

の
様
）
は
94
位
で
、「
新

宿
御
苑
前
」
は
も
っ
と
上

位
で
し
た
。
理
由
と
し
て

「
食
」「
買
物
」
の
評
価
が

低
い
と
の
事
で
し
た
。
大

変
に
残
念
な
事
で
す
。

そ
し
て
、「
町
会
」
っ

て
何
だ
ろ
う
。
ず
っ
と
考

え
て
い
る
が
未
だ
結
論
は

出
な
い
。
よ
く
災
害
時
に

に
於
い
て
「
自
助
」「
共

助
」「
公
助
」
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
内
の
「
共

助
」
の
部
分
が
町
会
の
役

割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

…
…
と
、
共
に
助
け
合
い

「
遠
く
の
親
類
よ
り
近
く

の
他
人
」。
お
互
い
に
「
侵

さ
ず
侵
さ
れ
ず
」
仲
の
良

い
隣
人
で
あ
り
た
い
。

こ
れ
が
老
驥
た
ら
ん
と

す
る
老
人
の
理
想
、
更
に

精
進
し
て
ゆ
く
事
を
お
誓

い
し
、
新
春
の
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

尚
、
喪
中
に
付
、
謹
賀

の
辞
は
失
礼
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

新
春
の
挨
拶

四
谷
二
丁
目
町
会

会
長
　
藤
　
井
　
総
　
一

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
3
年
間
は
コ
ロ
ナ

禍
で
様
々
な
地
域
活
動
が

滞
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
昨
年
の
春
か

ら
再
開
し
て
い
る
四
谷
の

ま
ち
歩
き
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
12
年
前
か
ら
四
谷

地
区
協
議
会
で
7
名
の
仲

間
と
四
谷
ま
ち
歩
き
の
ガ

イ
ド
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。２

年
間
は
中
断
し
て

い
ま
し
た
が
、
年
７
回
の

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
再
開
し

て
い
ま
す
。
四
谷
は
み
ど

り
豊
か
で
、
史
跡
や
文
化

施
設
も
充
実
し
て
い
る
の

で
、
ま
ち
歩
き
に
は
打
っ

て
付
け
の
エ
リ
ア
で
す
。

季
節
を
追
っ
て
、
❶
4

月=

外
濠
の
桜
鑑
賞
～
江

戸
城
外
濠
の
桜
と
国
宝
迎

賓
館
～　

❷
5
月=

甲
州

街
道
界
隈
と
新
宿
歴
史
博

物
館
～
四
谷
今
昔
物
語
・

荒
木
町
～　

❸
7
月=

四

谷
の
文
化
施
設
～
消
防
博

物
館
・
文
学
座
・
民
音
音

楽
博
物
館
～　

❹
9
月=

玉
川
上
水
水
番
屋
か
ら

新
宿
歴
史
博
物
館
～
江
戸

百
万
人
の
飲
み
水
を
支
え

た
上
水
～　

❺
11
月=

内

藤
新
宿
～
新
宿
御
苑
・
宿

場
町
内
藤
新
宿
の
風
情
を

訪
ね
て
～　

❻
12
月=

神

宮
外
苑
と
い
ち
ょ
う
並
木

～
美
し
い
秋
の
風
景
を
探

し
て
絵
画
館
・
新
国
立

競
技
場
～　

❼
3
月=

四

谷
南
寺
町
～
お
岩
さ
ん
・

鬼
平
・
服
部
半
蔵
～
の
7

コ
ー
ス(

土
曜
日
午
前
10

時
～
12
時)

を
毎
回
広
報

し
ん
じ
ゅ
く
を
通
じ
て
公

開
し
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
65
回
の
開

催
で
、
四
谷
在
住
在
勤
の

参
加
者
の
方
も
多
い
で
す

が
、
初
め
て
じ
っ
く
り
見

た
、
四
谷
は
見
ご
た
え
の

あ
る
豊
か
な
地
域
だ
ね
、

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
多
い

で
す
。

今
年
は
、
日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
は
気
付
か
な
い

こ
と
の
多
い
四
谷
の
魅
力

を
ま
ち
歩
き
で
発
見
し
て

み
ま
せ
ん
か
？　

商
店
会

と
し
て
は
昼
食
や
お
土
産

な
ど
も
ま
ち
歩
き
の
途
中

で
楽
し
ん
で
頂
け
た
ら
あ

り
が
た
い
で
す
。

参
考
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
四
谷
ま
ち
歩
き
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
９
冊
と
年
間

ツ
ア
ー
予
定
を
閲
覧
で
き

る
サ
イ
ト
を
ご
案
内
し
ま

す
。

検
索
:
四
谷
カ
レ
ン
ダ
ー

↓
観
光
特
集
↓
３
段
目
以

降

区
分
を
書
く
欄
が
あ
り
、

半
券
は
物
資
配
付
の
本
人

確
認
を
す
る
も
の
で
も
あ

る
た
め
、
物
資
配
付
を
希

望
す
る
全
て
の
方(

在
宅

避
難
者
含
む)

は
携
帯
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
在

宅
避
難
者
は
家
族
等
の
代

表
者
が
ま
と
め
て
2
つ
の

書
類
を
人
数
分
提
出
で
き

ま
す
。

上
申
す
る
配
付
物
資
の

請
求
数
量
は
避
難
所
登
録

カ
ー
ド
の
登
録
者
数
を
も

と
に
決
め
ら
れ
ま
す
。
物

資
配
付
の
受
け
取
り
は
、

登
録
し
た
時
点
の
次
回
の

タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

④　

Ａ
ゾ
ー
ン
（
１
階
保

健
室
）、Ｂ
ゾ
ー
ン
（
４

階
の
校
庭
側
教
室)

、

Ｃ
ゾ
ー
ン(

2.3
階
教
室)

に
避
難
生
活
の
エ
リ
ア

を
分
け
る
こ
と
で
接
触

感
染
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
す
る
。以

上
で
す
。

♢
♢
♢
♢
♢

土と苗のサービスデー（トウガラシ苗）土と苗のサービスデー（トウガラシ苗）

四谷花いっぱいセール（シクラメン鉢）四谷花いっぱいセール（シクラメン鉢）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

四
谷
二
丁
目
発
展
会
お

よ
び
四
谷
二
丁
目
町
会
の

皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り

第
一
勧
業
信
用
組
合
を
ご

愛
顧
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
経
済
活
動
が
再
開
し
、

徐
々
に
日
常
を
取
り
も
ど

四谷ビルディング
東急ステイ四谷店
ココカラファイン四谷店
しゃぶ葉四谷店
バーミヤン四谷店
ファミリーマート 四谷二丁目店
甘栗太郎
大久保碁盤店
天伸商事
新菱冷熱工業（株）
藤井ビル
浜善海苔店
金駒（鮮魚）
T・ジュバンスサロン（エステ）
大西宝飾店
磯合ビル
ヘアサロンM
白馬クリーニング商会
PINO四谷センター
ラパン（欧風料理）
アンポルテ（洋菓子）
ウェイストバスター
ミツヤ不動産
シャムロック（生花）
メンズ ヘアーサロン31
大成不動産
よつや通り歯科

謹賀新年
末広鮨
ハーマン（生活雑貨）
丼丸（持ち帰り寿司）
APS記念ビル
第二太郎ビル
箪笥の松本
柳川歯科
三朋（不動産）
ZOO四谷店
津乃国屋葬儀社
大和屋ビル
ガスライト（バー）
第一勧業信用組合 本店
東京堂
四谷大林税理士法人
信栄社
きふね税理士事務所
朝日新聞四谷販売店
森初商店
こうや（支那そば屋）
米世（甘なっとう）
忍（たん焼）
徒歩徒歩亭
鮮　良（鮨）
四葉BPC（印刷）
藤木工務店
タムラタイチ歯科医院

新
し
い
年
を
迎
え
謹

ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。今

回
は
私
が
町
会
か

ら
推
薦
で
活
動
し
て
い
る

地
域
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

の
仕
事
内
容
を
お
話
し
ま

す
。年

二
回
の
、
会
館
全
体

で
運
営
委
員
全
員
参
加
で

行
う
行
事
に
、
秋
の
文
化

祭
、
三
月
の
ふ
れ
あ
い
祭

り
が
あ
り
ま
す
。
私
は
９

し
つ
つ
あ
る
中
で
勃
発
し

た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
。
そ
の
影
響
は

限
定
的
で
は
な
く
自
国
で

も　

原
油
価
格
や
物
価
の

高
騰
等
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
明
る
い
話
題

で
は
歓
喜
に
沸
い
た
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。

日
本
は
前
回
大
会
に
続
き

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
勝

ち
進
み
、
ベ
ス
ト
8
を
か

け
た
運
命
の
ク
ロ
ア
チ
ア

戦
。
残
念
な
が
ら
敗
退
し

ま
し
た
が
日
本
国
民
に
元

気
と
希
望
を
与
え
て
頂
き

ま
し
た
。

さ
て
、
２
０
２
３
年
は

ど
の
よ
う
な
年
に
な
る
の

で
し
ょ
う
。

経
済
に
お
い
て
は
日
米

金
利
差
拡
大
で
当
面
円
安

基
調
が
続
く
で
し
ょ
う
。

そ
の
影
響
で
恩
恵
を
受
け

る
企
業
は
ご
く
一
部
。
む

し
ろ
イ
ン
フ
レ
の
圧
力
で

資
金
繰
り
が
逼
迫
す
る
事

業
者
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う

な
事
態
に
お
か
れ
て
も
私

ど
も
第
一
勧
業
信
用
組
合

は「
共
に
悩
み
共
に
解
決
」

す
る
よ
う
な
地
域
金
融
機

関
で
あ
り
続
け
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

ご
愛
顧
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、皆
さ
ま
方
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

階
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
担
当

で
す
。（
カ
ラ
オ
ケ
・
日

本
舞
踊
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・

民
謡
踊
り
）。
出
演
を
希

望
す
る
団
体
は
二
ヶ
月
前

に
申
し
込
み
、
一
ヶ
月
前

よ
り
顔
合
わ
せ
会
議
。
四

谷
区
民
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ

と
の
舞
台
打
ち
合
わ
せ
、

Ｐ
Ｒ
文
を
紹
介
す
る
ア
ナ

ウ
ン
ス
係
と
の
打
ち
合
わ

せ
。
前
日
に
舞
台
リ
ハ
ー

サ
ル
を
経
て
当
日
を
迎
え

ま
す
。

私
達
は
こ
の
全
て
補
佐

と
し
て
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。四

谷
区
民
ホ
ー
ル
は

眼
下
に
新
宿
御
苑
、
ど
こ

ま
で
も
広
が
る
緑
、
遠
く

に
国
立
競
技
場
が
望
め
一

枚
の
絵
は
が
き
の
よ
う
で

す
。ロ

ビ
ー
は
出
演
者
の

方
々
が
舞
台
衣
装
そ
の
ま

ま
で
記
念
撮
影
、
お
客
様

も
交
え
て
華
や
か
さ
が
嬉

し
い
時
間
で
す
。

私
は
本
番
当
日
、
出
演

者
団
体
の
名
前
・
Ｐ
Ｒ
文

を
影
マ
イ
ク
で
紹
介
す
る

ア
ナ
ウ
ン
ス
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
出
演
者
の
出
入

り
の
間
を
見
計
ら
い
、
Ｐ

Ｒ
文
の
長
さ
に
よ
り
声
を

入
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
の
方
と

共
に
決
め
ま
す
。

何
よ
り
出
演
者
の
皆
様

が
、
舞
台
で
気
持
ち
良
く

す
ご
せ
る
時
間
を
提
供
す

る
の
が
、
一
番
大
切
な
役

割
で
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

第
一
勧
業
信
用
組
合
　
本
店
営
業
部

部
長
　
唐
　
沢
　
　
貢

地
域
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
の
仕
事

金
　
澤
　
玲
　
子

事
業
報
告

総
務　

大
久
保
誠
一

１
／
７　

新
年
会
（
ラ
パ

ン
）
町
会
と
合
同
15
名

２
／
９　

事
業
部
会
（
今

年
度
の
事
業
計
画
・
助

成
金
事
業
申
請
）

５
／
９
～
19　

土
と
苗
の

サ
ー
ビ
ス
デ
ー（
ト
ウ

ガ
ラ
シ
苗
800
本
配
布
）

各
店
舗
に
個
別
割
り

当
て
し
、
各
店
に
配

布
方
法
は
一
任
（
無

慮
配
布
な
の
で
）

─ 

土
の
配
布
は
昨
年

に
続
き
中
止 

─

５
／
13　

町
会
・
発
展
会

総
会（
Ｄ
Ｋ
Ｃ
会
議
室
）

６
／
３
～
６　

祭
礼
挙
行

（
8
番
地
佐
藤
ビ
ル
前

に
神
酒
所
テ
ン
ト
設
営
、

役
員
だ
け
で
な
く
町
会

員
に
も
神
酒
所
当
番
を

依
頼
。
奉
納
は
辞
退
、

神
輿
巡
行
無
し
）（
写
真
）

９
／
17　

敬
老
祝
品
配
布

（
町
会
共
催
）
59
名

　
　

│ 

焼
き
海
苔 

─

10
／
５　

町
内
防
火
訓

練
・
四
谷
消
防
署
の
指

導
あ
り
（
四
谷
小
学
校

玄
関
を
借
用
し
て
実
施
）

10
／
９
・
10　

大
好
き
祭

り・出
店（
コ
モ
レ
四
谷
）

子
供
の
駄
菓
子
販
売

12
／
５
～
17　

四
谷
花

い
っ
ぱ
い
セ
ー
ル
（
シ

ク
ラ
メ
ン
111
鉢
）
抽
選

配
布　

12
店
舗
参
加

♦　

♦　

♦

●
発
展
会
で
は
令
和
５
年

度
よ
り
、
チ
ラ
シ
発
行

を
年
４
回（
現
行
24
回
）

に
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。（
す
で
に
今

年
度
の
総
会
で
皆
様
の

決
議
を
頂
い
て
お
り
ま

す
）
実
施
に
先
立
ち
ま

し
て
、
一
般
会
員
に
お

い
て
は
来
年
度
か
ら
の

会
費
を
先
取
り
し
て
改

定
し
て
お
り
ま
す
。
チ

ラ
シ
広
告
費
は
原
則
と

し
て
課
金
せ
ず
に
当
面

の
運
営
を
行
っ
て
ゆ
き

ま
す
。
発
行
月
は
改
め

て
ご
案
内
さ
せ
て
頂
き

ま
す
の
で
、
掲
載
の
希

望
が
あ
る
方
は
早
め
に

計
画
を
立
て
て
ご
連
絡

頂
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。
大
幅
な
改
革
に
な

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

改
め
て
ご
案
内
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
町
内
の
民
生
委
員
に
新

た
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。（
12
／
１
付
）

森
松
け
い
子
殿 

（
四
谷
２
│
10
）

〇
訃
報

駒
井
金
蔵 

殿（魚
の
金
駒
）、

藤
井
克
子 

殿

（
完
成
堂
藤
井
薬
局
）、

町会・発展会合同新年会
1月13日（金） 午後6時より

会費　￥5,000
フランス料理 ラパン
（四谷２－１4）

（状況によっては中止もあります）

佐
藤
幹
雄
さ
ん
は
平

成
15
年
4
月
～
平
成
24
年

3
月
の
間
、
四
谷
二
丁
目

町
会
の
会
長
の
責
を
担
っ

て
戴
き
ま
し
た
。
銀
行
の

急
激
な
信
用
収
縮
の
影
響

か
ら
高
騰
し
て
い
た
不
動

産
・
賃
料
の
下
落
、
ま
た

4
月
は
株
式
も
最
安
値
と

な
り
商
店
街
も
大
変
な
時

期
で
し
た
。

年
末
か
ら
は
明
る
さ
も

見
え
る
世
相
で
し
た
が
、

お
人
柄
も
あ
り
10
年
も
の

間
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
、
町
会
70
周
年
を
機
に

「
磯
合
」
に
代
わ
り
ま
し

た
。
古
い
話
で
す
が

「
道
路
拡
張
前
の
頃
の

話—

当
時
の
佐
藤
幹
雄
さ

ん
は
、「
和
菓
子
の
な
か

む
ら
や
」
で
菓
子
の
製
作
、

販
売
を
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
使
用
タ
イ
ヤ
の
再
生

と
販
売
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
当
時
の
新
宿
通

り
は
拡
幅
に
よ
る
土
地
の

買
収
に
よ
り
、
こ
の
ま
ま

店
が
残
り
従
来
ど
お
り
に

仕
事
が
続
け
ら
れ
る
か
お

佐
藤
幹
雄
氏
　
追
悼

磯
　
合
　
彰
　
夫

互
い
に
心
配
し
て
い
ま
し

た
。
幸
い
に
お
互
い
店
舗

が
残
っ
た
の
で
、
そ
れ
か

ら
は
安
心
し
て
お
互
い
仕

事
に
励
む
こ
と
が
出
来
た

の
で
ほ
っ
と
し
た
事
な
ど

思
い
出
し
ま
し
た
。」

突
然
の
お
別
れ
に
な
り

ま
し
た
が
、
生
前
の
ご
厚

誼
と
四
谷
二
丁
目
町
会
に

対
す
る
ご
貢
献
に
感
謝
し

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

追
悼
の
辞  

祭
儀
に

藤
井
総
一

幹
雄
忌
や

ア
ル
ミ
缶
の
山
　
輝
い
て

発
展
会
々
長
・
町
会
々

長
を
歴
任
し
た
佐
藤
幹
雄

氏
が
、昨
秋
八
十
二
年
の
生

涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

氏
が
在
任
中
、
諸
々
の

改
革
を
実
行
し
祭
礼
・
も

ち
つ
き
・
ラ
ジ
オ
体
操
等
、

我
々
役
員
の
先
頭
に
立
ち

奮
闘
し
て
い
た
姿
を
想
い

出
し
ま
す
。

ま
た
、
隣
接
町
会
と
の

友
好
に
努
め
て
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
何
と
言
っ

て
も
秀
逸
な
の
は
新
宿
区

事
業
の
一
環
で
あ
る
資
源

回
収
事
業
で
す
。

そ
の
中
で
も
、
ア
ル
ミ

缶
の
収
集
で
町
会
に
か
な

り
の
資
金
を
も
た
ら
し
て

頂
き
ま
し
た
。
新
宿
区
か

ら
表
彰
さ
れ
誰
と
も
な
く

「
ア
ル
ミ
缶
の
帝
王
」
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
永
い
間
の
活
動

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。慎

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。（

合
掌
）

佐
藤
幹
雄 

殿

（
和
菓
子
の
な
か
む
ら
や
）

〇
四
谷
小
学
校
増
設
工
事

お
よ
び
新
菱
冷
熱
工
業

㈱
ビ
ル
解
体
に
つ
い
て

の
説
明
会（
6
回
）

⃝

　

⃝

小
学
校
校
舎
増
設
（
当

初
３
階
建
て
か
ら
４
階

建
て
に
変
更
）の
建
築
は

２
０
２
５
年
９
月
よ
り
利

用
開
始
予
定
。（
生
徒
数

の
増
加
に
よ
り
教
室
が

不
足
、
近
い
将
来
さ
ら

に
生
徒
数
が
増
え
る
見

通
し
）
に
よ
る
新
菱
冷

熱
工
業
㈱
解
体
工
事
（
予

定
）
２
０
２
２・
５
～

２
０
２
３
・
５
（
跡
地
利

用
の
詳
細
は
検
討
中
検
討

中
と
の
こ
と
）

（
大
久
保
誠
一
）

♦　

♦　

♦

神
酒
所
設
営
（
８
番
地　

新
一
ビ
ル
１
Ｆ
入
口
）

各
町
合
議
の
上
、
令
和
４
年
は
神
事
の
み
の
挙
行

と
な
り
ま
し
た
。
二
丁
目
町
会
に
お
き
ま
し
て
は
神

輿
渡
御
、
山
車
巡
行
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
期
間
中
は

神
酒
所
に
て
ご
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
4
年
度
の
ご
奉
納
は

辞
退
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

四
谷
二
丁
目
町
会
会
長　

藤
井
総
一

四
谷
二
丁
目
町
会　

祭
礼
委
員
一
同

現在の通学路（児童遊園内を改修 ─ 暫定使用）


